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案　件　名 結 果

「〇」賛成　「×」反対　「－」賛否に加わっていない　「欠」欠席
　※ 議長は通常採決に加わらないため「/」としています。
公 明 党
議 員 団

日本共産
党議員団

創生
岩出

郁青青
クラブ ネット岩出

奥
田
富
代
子

大
上
正
春

玉
田
隆
紀

市
來
利
恵

増
田
浩
二

福
山
晴
美

梅
田
哲
也

尾
和
正
之

山
本
重
信

三
栖
慎
太
郎

井
神
慶
久

田
中
宏
幸

福
岡
進
二

吉
本
勧
曜

決
算
議
案

令和３年度岩出市一般会計歳入歳出決
算認定について 認定 〇 〇 〇 × × / 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 欠
令和３年度岩出市国民健康保険特別会
計歳入歳出決算認定について 認定 〇 〇 〇 × × / 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 欠
令和３年度岩出市後期高齢者医療特別
会計歳入歳出決算認定について 認定 〇 〇 〇 × × / 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 欠
令和３年度岩出市水道事業会計剰余金
の処分及び収入支出決算認定について

可決
及び
認定

〇 〇 〇 × × / 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 欠
岩出市個人情報の保護に関する法律施行条
例の制定について 可決 〇 〇 〇 × × / 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠
岩出市議会の個人情報の保護に関する条例
の制定について 可決 〇 〇 〇 × × / 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠
※案件名は、正式議案名ではありません。

令和４年第４回定例会議決結果

賛否が分かれた議案等

全会一致の議案等
案　　　件　　　名 結果

決
算
議
案

令和３年度岩出市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定
令和３年度岩出市墓園事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定
令和３年度岩出市下水道事業会計収入支出決算認定について 認定
専決処分の承認を求めることについて（令和４年度岩出市一般会計補正予算第４号） 承認
職員の定年等に関する条例等の一部改正等について 可決
岩出市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例等の一部改正について 可決
職員の給与に関する条例等の一部改正について 可決
令和４年度岩出市一般会計補正予算（第５号） 可決
令和４年度岩出市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決
令和４年度岩出市介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決
令和４年度岩出市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決
令和４年度岩出市水道事業会計補正予算（第３号） 可決
令和４年度岩出市下水道事業会計補正予算（第２号） 可決
市道路線の認定について 認定
さぎのせ公園の指定管理者の指定について 可決
根来さくらの里の指定管理者の指定について 可決
根来公園墓地の指定管理者の指定について 可決
岩出市教育委員会委員の任命について（藤

ふじ
岡
おか
　昭
あき
彦
ひこ
　氏） 同意

いわで議会だより − 2 −いわで議会だより



福
ふく

岡
おか

進
しん

二
じ

　議員 4ページ

◎自治会への支援について

◎今後の財政運営について

大
おお

上
うえ

正
まさ

春
はる

　議員 5ページ

◎新型コロナ感染第８波への備えについて

◎出産・子育て応援給付金事業について

奥
おく

田
だ

富
と

代
よ

子
こ

　議員 6ページ

◎不登校の児童生徒について 

◎国の「自治体ＤＸ推進計画」に基づく対応 
　について 

◎住宅火災について

尾
お

和
わ

正
まさ

之
ゆき

　議員 7ページ

◎防災用備品（資機材）について

◎本市の独自政策について

増
ます

田
だ

浩
こう

二
じ

　議員 8ページ

◎根来小学校通学路における改善対策について

◎ため池の保全と改修について

◎ごみの出し方の啓発とごみ減量化について

市
いち

來
き

利
り

恵
え

　議員 9ページ

◎子どもの医療費の無料化実施を

◎健康寿命延伸のための取組について

６
人
の
議
員
が

　
　

 
市
政
を
問
う

 どなたでも傍聴できますので、議会ウェブサ
イトなどで日程をご確認いただき、市役所３階
の傍聴席にお気軽にお越しください。

令和４年第４回定例会（１２月議会）一般質問

＊　質問者本人が質問及び答弁の要点をまとめ、提出のあったものを各議員の責任のもとに掲載しました。

＊　内容等については、質問者にお問い合わせください。

一般質問項目の事前公表　一般質問の質問者・項目は、事前にウェブサイトで公表しています。

いわで議会だよりいわで議会だより− 3 −



自
治
会
へ
の
支
援
は

加
入
率
は
、
62.1
％
。

（
２
万
４
，
２
５
４
世
帯
中
、

１
万
５
，
０
６
３
世
帯
が
加

入
）

③
現
行
の
金
額
は
適
切
と
考

え
る
の
で
、
引
上
げ
の
予
定

は
な
い
。

再　

質　

問

区
・
自
治
会
の
総
意
で
、

様
々
な
理
由
に
よ
り
、
公
園

を
市
に
返
還
し
た
い
申
出
が

あ
っ
た
場
合
は
ど
う
か
。

答　

弁　

事
業
部
長

都
市
公
園
は
都
市
公
園
法

の
規
定
に
よ
り
、
み
だ
り
に

廃
止
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ

れ
、
岩
出
市
都
市
公
園
条
例

等
に
よ
り
、
維
持
管
理
の
範

囲
を
定
め
、
地
域
の
皆
様
に

協
働
作
業
で
の
管
理
を
依
頼

し
て
い
る
。
区
・
自
治
会
活

動
の
一
環
と
し
て
引
き
続
き

対
応
を
お
願
い
す
る
。

　

今
後
の

　

財
政
運
営
に
つ
い
て

本
市
の
財
政
に
お
い
て
は
、

平
成
９
年
度
か
ら
令
和
３
年

度
ま
で
の
25
年
間
、
黒
字
決

算
で
推
移
し
、
健
全
性
は
維

持
で
き
て
い
る
。

質　

問

①
過
去
３
年
間
の
起
債
残
高

と
基
金
残
高
の
推
移
は
。

②
今
後
の
財
政
運
営
の
課
題

は
。

答　

弁　

総
務
部
長

答　

弁　

市
長

②
今
後
も
財
政
運
営
の
軸
を

健
全
財
政
の
堅
持
と
し
、
行

財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
。

高
齢
化
の
進
展
や
、
人
口

減
少
に
よ
る
市
税
収
入
の
減

少
が
見
込
ま
れ
る
厳
し
い
状

況
の
中
、
社
会
保
障
関
係
費

の
増
加
や
、
水
道
事
業
会
計

及
び
下
水
道
事
業
会
計
の
経

営
状
況
悪
化
が
、
市
政
運
営

上
の
課
題
と
考
え
て
い
る
。

本
市
は
、
転
入
・
転
出
者

も
多
く
、
新
旧
住
民
と
の
生

活
ス
タ
イ
ル
や
、
地
域
の
違

い
な
ど
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
取
り
づ
ら
く
な

っ
て
い
る
た
め
、
区
・
自
治

会
へ
の
加
入
者
が
減
少
。

ま
た
、
役
員
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
。

質　

問

①
登
録
さ
れ
て
い
る
区
・
自

治
会
数
は
。

ま
た
、
加
入
率
は
。

②
本
市
で
の
振
興
助
成
金
は
、

一
戸
当
た
り
600
円
と
な
っ
て

い
る
が
、
他
市
の
自
治
会
等

へ
の
助
成
金
は
。

③
自
治
会
等
振
興
助
成
金
、

増
額
へ
の
市
の
見
解
は
。

答　

弁　

総
務
部
長

①
令
和
４
年
11
月
末
現
在
、

392
団
体
。

福
ふく

岡
おか

　進
しん

二
じ

 議員
（ネット岩出）

②他市の自治会等助成金
（1世帯当たり）

和歌山市 86円

海南市 300円

橋本市 500円

有田市 450円

御坊市 159円

田辺市 100円

紀の川市 800円

※橋本市は75歳以上1人につき

　1,000円の加算

①

一般会計 単位：千円

項目
年度 起債残高 基金残高

令和元年度 6,293,956 7,053,394

令和2年度 6,305,036 7,333,604

令和3年度 5,560,015 8,881,015

いわで議会だより − 4 −いわで議会だより



　

出
産
・
子
育
て
応
援

　

交
付
金
事
業
に
つ
い
て

国
の
令
和
４
年
度
第
二
次

補
正
予
算
の
中
で
、
出
産
か

ら
子
育
て
ま
で
の
伴
走
型
の

相
談
支
援
と
併
せ
、
妊
娠
届

時
と
出
産
時
に
そ
れ
ぞ
れ
５

万
円
相
当
の
経
済
的
支
援
を

行
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

質　

問

①
本
市
の
、
伴
走
型
相
談
支

援
の
現
状
は
。

②
経
済
的
支
援
に
つ
い
て
、

本
市
の
考
え
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
保
健
師
６
人
と
助
産
師
２

人
で
、
地
区
担
当
制
で
対
応
。

こ
の
体
制
は
、
保
育
所
、

幼
稚
園
、
小
中
学
校
と
連
携

し
や
す
く
、
相
談
者
と
担
当

者
が
、
顔
の
見
え
る
関
係
性

が
築
き
や
す
い
と
い
う
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。

今
後
も
、
こ
の
体
制
を
基

本
に
、
さ
ら
な
る
伴
走
型
相

談
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、

必
要
な
人
員
確
保
に
も
努
め

て
い
く
。

②
現
在
、
予
算
の
確
保
に
取

り
か
か
る
と
と
も
に
、
支
給

方
法
や
支
給
開
始
時
期
に
つ

質　

問

①
年
代
別
感
染
率
は
。

②
５
歳
か
ら
11
歳
の
小
児
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
。

③
乳
幼
児
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
対
す
る
本
市
の
考
え
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

③
本
市
に
お
い
て
も
速
や
か

か
つ
円
滑
に
接
種
い
た
だ
け

る
よ
う
、
対
象
の
乳
幼
児
全

員
に
接
種
券
を
送
付
、
11
月

11
日
か
ら
接
種
を
開
始
し
て

い
る
。
し
か
し
接
種
は
強
制

で
は
な
く
、
接
種
に
よ
る
感

染
予
防
の
効
果
と
副
反
応
の

双
方
を
理
解
し
た
上
で
、
接

種
に
つ
い
て
ご
判
断
い
た
だ

く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

再　

質　

問

１
歳
か
ら
４
歳
の
幼
児
の

感
染
率
が
23
％
と
、
ほ
か
に

比
べ
て
高
い
が
、
啓
発
は
ど

う
し
て
い
る
の
か
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

11
月
29
日
付
で
、
市
内
保

育
所
保
護
者
宛
て
に
、
乳
幼

児
向
け
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
掲
載
し
た
チ
ラ
シ
を
配

布
。
そ
の
ほ
か
、
街
頭
啓
発

や
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
啓

発
も
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
市
内
４
小
児
科
医

で
個
別
接
種
を
実
施
し
て
お

り
、
小
児
科
医
か
ら
も
周
知

い
た
だ
い
て
い
る
。

い
て
も
検
討
し
て
い
る
。

再　

質　

問

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

紐
づ
く
公
金
受
取
口
座
へ
の

振
込
は
。

②
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付

金
事
業
に
市
独
自
の
親
し
み

や
す
い
名
称
を
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
公
金
口
座
へ
の
交
付
金
振

込
も
含
め
、
早
急
に
対
応
を

検
討
し
て
い
く
。

②
親
し
み
や
す
い
名
称
に
つ

い
て
は
、
事
業
開
始
ま
で
に

検
討
し
て
い
く
。

コロナ感染
　 第８波への備えを

大
おお

上
うえ

　正
まさ

春
はる

 議員
（公明党議員団）

②5歳から11歳の
　ワクチン接種率

和歌山県 岩出市

１回目 12.67% 11.98%

２回目 12.32% 11.75%

３回目 3.19% 0.67%

和歌山県は

令和4年11月28日時点

岩出市は

令和4年12月2日時点

①年代別感染率

年　齢 感染率 年　齢 感染率

0歳 12% 50代 8%

1～4歳 23% 60代 5%

5～9歳 16% 70代 3%

10代 16% 80代 4%

20代 13% 90代 5%

30代 14% 100歳以上 5%

40代 11%

岩出保健所管内

令和4年7月～10月の間

いわで議会だよりいわで議会だより− 5 −



火災警報器
　 購入設置に補助を

　

不
登
校
の
児
童
生
徒
に

　

つ
い
て

文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ

る
と
、
令
和
３
年
度
に
不
登

校
の
児
童
生
徒
は
24
万
４
，

９
４
０
人
で
過
去
最
多
と
な

っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

修
学
旅
行
や
遠
足
、
運
動

会
、
文
化
祭
な
ど
の
行
事
の

中
止
。
給
食
を
黙
っ
て
食
べ

る
黙
食
や
部
活
動
の
自
粛
な

ど
、
学
校
生
活
が
制
約
さ
れ

る
な
ど
、
環
境
の
変
化
が
子

供
達
の
心
身
に
影
響
を
及
ぼ

し
た
と
想
像
さ
れ
る
。

質　

問

①
不
登
校
児
童
生
徒
の
人
数

は
。
｟
過
去
３
年
間
｠

②
不
登
校
の
要
因
は
。

③
適
応
指
導
教
室
フ
レ
ン
ド

の
利
用
人
数
は
。

④
創
設
当
時
か
ら
の
改
善
点

は
。

答　

弁　

教
育
部
長

令
和
３
年
中
の
全
国
の
住

宅
火
災
は
１
万
６
５
６
件
。

死
者
は
913
人
、
内
65
歳
以
上

の
高
齢
者
は
682
人
で
、
令
和

２
年
に
比
べ
る
と
1.6
％
増
加

し
た
。

逃
げ
遅
れ
が
亡
く
な
っ
た

原
因
の
半
数
を
占
め
る
。

｟
防
火
の
か
わ
ら
版
よ
り
｠

質　

問

①
過
去
３
年
間
の
住
宅
火
災

の
件
数
は
。

②
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
亡
例

は
。

③
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況

は
。

答　

弁　

総
務
部
長

①
令
和
３
年
２
件
、
令
和
２

年
４
件
、
令
和
元
年
６
件
。

②
平
成
31
年
に
１
件
１
名
。

③
令
和
３
年
52
％
、
令
和
２

年
55
％
、
令
和
元
年
35
％
。

再　

質　

問

設
置
率
は
全
国
平
均
の
83.1

％
に
比
べ
て
低
い
。
設
置
義

務
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い

市
民
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。

①
設
置
義
務
と
取
替
時
期
の

周
知
は
。

②
高
齢
者
や
障
が
い
者
世
帯

に
購
入
及
び
設
置
に
か
か
る

費
用
を
補
助
す
る
考
え
は
。

答　

弁　

総
務
部
長

①
那
賀
消
防
組
合
と
連
携
し

な
が
ら
、
市
広
報
紙
や
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
活
用
し
周
知
を

図
っ
て
い
る
。

②
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
義
務
化
は
、
罰
則
規
定
が

な
く
、
自
己
責
任
で
あ
る
。

購
入
設
置
に
係
る
補
助
金

は
、
既
に
設
置
を
さ
れ
て
い

る
方
々
と
の
不
公
平
感
が
生

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の

と
こ
ろ
、
補
助
金
の
設
置
は

考
え
て
い
な
い
。

③
平
成
20
年
か
ら
現
在
ま
で

延
べ
190
人
が
入
室
し
、
72
人

が
体
験
入
室
し
て
い
る
。

④
現
在
ま
で
の
主
な
改
善
点
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の

整
備

・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
配
置

・
起
立
性
調
節
障
害
で
朝
起

き
る
の
が
困
難
な
生
徒
へ

の
午
後
か
ら
の
通
室
許
可

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
ド
リ
ル
使
用

に
向
け
、
問
題
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
導
入

・
１
人
一
台
端
末
活
用

奥
おく

田
だ

富
と

代
よ

子
こ

 議員
（公明党議員団）

①岩出市の不登校児童
　生徒の人数

小学生 中学生

令和元年度 27 43

令和２年度 40 60

令和３年度 48 70

②不登校の主な要因
無気力、不安 44%

生活リズムの乱れ 16%

友人関係 14%

（令和３年度文部科学省問題行動調査
本市調査結果より）

いわで議会だより − 6 −いわで議会だより



備
。
京
奈
和
紀
北
西
道
路
の

開
通
、
県
道
泉
佐
野
岩
出
線

の
４
車
線
化
、
岩
出
橋
、
主

要
幹
線
道
路
の
整
備
、
生
活

道
路
の
環
状
化
、
市
道
金
屋

荊
本
線
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

都
市
計
画
課　

都
市
計
画

や
公
園
整
備
、
住
宅
耐
震
化

な
ど
。
今
後
、
「
空
き
家
等

の
再
流
通
と
建
物
の
除
却
」

を
テ
ー
マ
に
計
画
。

産
業
振
興
課　

根
来
寺
を

中
心
に
観
光
振
興
に
注
力
。

答　

弁　

市
長
公
室
長

②
「
第
３
次
岩
出
市
長
期
総

合
計
画
」
に
基
づ
き
、
効
果

的
な
施
策
に
取
り
組
む
。

再　

質　

問

知
事
も
参
加
す
る
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
は
。

答　

弁　

総
務
部
長

必
要
な
場
合
に
は
入
っ
て

頂
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

整
備
し
、
市
民
の
憩
い
の
場

と
防
災
公
園
の
整
備
。

評
価
と
結
果
は
、
こ
れ
ら

の
事
業
の
実
施
に
よ
り
「
活

力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
、
ふ
れ
あ

い
の
ま
ち
」
の
実
現
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

答　

弁　

事
業
部
長

①
②
土
木
課　

イ
ン
フ
ラ
整

　

自
然
災
害
か
ら
市
民
の

　

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る

質　

問
防
災
用
備
品
｟
資
機
材
｠

に
つ
い
て
。

①
現
在
の
備
蓄
で
十
分
な
の

か
。配

置
場
所
と
配
置
個
数
は
。

②
重
要
と
さ
れ
る
備
蓄
４
項

目
｟
水
・
主
食
・
毛
布
・
ト

イ
レ
｠
に
不
備
は
な
い
の
か
。

③
福
祉
避
難
所
の
備
蓄
の
状

況
か
ら
、
避
難
者
へ
の
対
応

は
で
き
る
の
か
。

④
備
蓄
倉
庫
の
役
割
と
備
蓄

の
現
状
は
。

答　

弁　

総
務
部
長

①
防
災
資
機
材
は
、
78
種
類
、

総
数
10
万
点
以
上
を
市
内
小

中
学
校
や
各
地
区
公
民
館
等

に
分
散
備
蓄
し
整
備
。

②
備
蓄
４
項
目
は
大
変
重
要

と
考
え
、
重
点
的
に
整
備
。

③
福
祉
避
難
所
に
は
、
救
急

箱
や
担
架
な
ど
を
重
点
的
に

配
備
。
引
き
続
き
多
様
化
す

る
ニ
ー
ズ
を
研
究
し
、
更
な

る
内
容
の
充
実
を
図
る
。

④
防
災
用
備
蓄
倉
庫
は
、
市

内
に
現
在
14
か
所
整
備
。

各
避
難
所
へ
分
散
し
、
保

管
す
る
こ
と
で
災
害
初
期
に

確
実
に
提
供
で
き
る
体
制
を

整
え
る
役
割
を
担
う
。
今
年

度
中
完
成
予
定
の
東
公
園
プ

ー
ル
跡
地
の
防
災
公
園
に
も

備
蓄
倉
庫
を
併
設
、
地
域
の

防
災
力
の
強
化
を
図
る
。

再　

質　

問

福
祉
避
難
所
に
避
難
す
る

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対
し
、

現
在
の
備
蓄
資
機
材
で
十
分

対
応
で
き
る
の
か
。

答　

弁　

総
務
部
長

今
後
も
関
係
各
課
が
連
携

し
、
備
蓄
資
機
材
の
確
保
等

の
充
実
を
図
る
。

独
自
政
策
を

　

 
紡つ

む

い
で
い
く
大
切
さ

岩
出
市
が
、
最
高
だ
と
思

っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
き
め

細
や
か
な
政
策
を
、
市
民
と

と
も
に
考
え
未
来
に
進
む
。

質　

問

①
こ
れ
ま
で
の
本
市
の
独
自

政
策
は
。
評
価
と
結
果
は
。

②
今
後
、
本
市
で
取
り
組
む

独
自
政
策
は
。

答　

弁　

総
務
部
長

①
岩
出
市
巡
回
バ
ス
、
紀
の

川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
大

阪
方
面
路
線
バ
ス
、
地
域
防

災
訓
練
、
堀
口
プ
ー
ル
跡
地

及
び
東
公
園
プ
ー
ル
跡
地
を

尾
お

和
わ

　正
まさ

之
ゆき

 議員
（郁青青クラブ）

交通公園（堀口）の防災倉庫

いわで議会だよりいわで議会だより− 7 −



増
ます

田
だ

　浩
こう

二
じ

 議員
（日本共産党議員団）

時
間
規
制
の

　

 

進
入
禁
止
看
板
に

が
道
路
標
識
は
変
え
ら
れ
な

い
と
の
こ
と
。
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
道
路
形
態
も
含

め
改
善
を
図
り
、
よ
り
安
全

な
通
学
路
と
な
る
よ
う
、
岩

出
警
察
署
、
根
来
小
学
校
及

び
市
役
所
担
当
課
と
連
携
し

て
、
交
通
事
故
防
止
と
交
通

モ
ラ
ル
の
向
上
に
努
め
る
。

　

た
め
池
の
保
全
改
修

　

維
持
管
理
対
応
は

質　

問

①
岩
出
市
の
た
め
池
数
は
。

②
危
険
た
め
池
の
年
次
改
修

計
画
は
。

③
高
齢
化
で
地
域
管
理
が
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、

市
と
し
て
の
取
組
は
。

ま
た
、
支
援
を
求
め
ら
れ

た
件
数
及
び
対
応
は
。

答　

弁　

事
業
部
長

①
た
め
池
総
数
は
38
か
所
。

う
ち
市
管
理
た
め
池
３
か
所
、

地
域
管
理
た
め
池
35
か
所
。

（
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
）

②
根
来
の
丹に

生の

池い

け

は
令
和
６

年
度
、
桃も

も

坂さ

か

新し

ん

池い

け

は
令
和
７

年
度
完
了
に
向
け
事
業
を
進

め
て
い
る
。

③
た
め
池
管
理
者
に
対
し
地

域
と
連
携
し
た
日
常
的
な
維

持
管
理
を
依
頼
す
る
。

ま
た
、
地
域
か
ら
市
に
対

し
て
支
援
を
求
め
て
き
た
場

合
、
国
の
補
助
制
度
で
あ
る

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
を

活
用
し
、
維
持
管
理
活
動
費

の
支
援
を
提
案
し
て
い
る
。

市
に
対
し
て
支
援
相
談
を

受
け
て
い
る
池
は
、
相
谷
で

３
池
、
根
来
地
区
で
１
池
。

　

資
源
ご
み
、
正
し
い

　

出
し
方
の
啓
発
を

質　

問

①
資
源
ご
み
が
、
収
集
さ
れ

な
い
で
残
さ
れ
て
い
る
の
を

散
見
す
る
。

啓
発
活
動
の
強
化
を
。

広
報
の
啓
発
は
。

②
旧
ご
み
袋
の
利
用
に
つ
い

て
の
啓
発
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
資
源
ご
み
は
、
正
し
く
分

別
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
シ

ー
ル
を
貼
付
し
、
集
積
所
に

残
し
て
改
善
を
促
し
て
い
る
。

毎
月
の
広
報
紙
や
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
掲
載
に
加
え
、

今
年
６
月
に
ご
み
の
分
け
方
、

出
し
方
の
チ
ラ
シ
を
全
戸
配

布
。
引
き
続
き
正
し
い
ご
み

の
分
け
方
・
出
し
方
に
つ
い

て
、
周
知
啓
発
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

②
旧
の
ご
み
袋
は
、
資
源
ご

み
に
は
利
用
で
き
る
が
可
燃

ご
み
に
利
用
で
き
な
い
。
問

い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
、
丁
寧

に
説
明
し
て
い
る
。

　

旧
県
道
泉
佐
野
岩
出

　

線
、
根
来
小
学
校
へ

　

の
分
岐
地
点

質　

問

①
根
来
小
学
校
前
か
ら
、
旧

県
道
泉
佐
野
岩
出
線
合
流
部

の
北
30
ｍ
ま
で
は
、
朝
７
時

～
９
時
は
通
行
禁
止
と
な
っ

て
い
る
が
、
旧
県
道
か
ら
進

入
す
る
車
を
見
か
け
る
。

子
供
達
が
安
全
に
通
学
で

き
る
よ
う
車
に
対
し
て
、
一

目
で
わ
か
る
進
入
禁
止
の
看

板
へ
の
変
更
の
働
き
か
け
を
。

②
根
来
小
学
校
南
側
の
合
流

地
点
も
進
入
禁
止
看
板
へ
の

変
更
の
働
き
か
け
を
。

答　

弁　

教
育
部
長

①
②
根
来
小
学
校
で
は
、
保

護
者
を
対
象
に
学
校
周
辺
の

車
両
通
行
止
め
区
域
に
つ
い

て
チ
ラ
シ
を
作
成
し
配
布
。

岩
出
警
察
署
に
確
認
し
た

いわで議会だより − 8 −いわで議会だより



子ども医療費無料化を
市
いち

來
き

　利
り

恵
え

 議員
（日本共産党議員団）

　

健
康
寿
命
延
伸
の

　

た
め
の
取
組

健
康
寿
命
と
は
、
健
康
上

の
問
題
で
日
常
生
活
が
制
限

さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き

る
期
間
の
こ
と
で
す
。
健
康

寿
命
を
延
ば
す
こ
と
は
、
個

人
の
生
活
の
質
の
低
下
を
防

ぐ
と
と
も
に
、
社
会
保
障
負

担
の
軽
減
も
期
待
で
き
ま
す
。

市
民
の
意
識
の
向
上
を
図

る
た
め
の
対
策
、
健
康
を
維

持
で
き
る
よ
う
な
取
組
は
、

今
後
必
須
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

質　

問
市
の
65
歳
以
上
で
要
介
護

に
な
る
主
な
疾
患
の
割
合
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

認
知
症
で
21.7
％
、
高
齢
に

よ
る
衰
弱
で
19.6
％
、
骨
折
で

13
％
。

再　

質　

問

厚
生
労
働
省
の
「
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
＋プ

ラ
ス
テ
ン10

」
今
よ
り

も
プ
ラ
ス
10
分
、
健
康
に
関

し
て
何
か
を
取
り
組
め
ば
、

健
康
寿
命
が
延
び
る
と
い
う

取
組
の
周
知
を
。

ま
た
、
た
っ
た
10
分
で
効

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、

２
０
２
１
年
４
月
１
日
現
在
、

半
数
以
上
の
自
治
体
が
無
料

化
を
行
っ
て
い
る
。
県
内
で

唯
一
無
料
化
と
な
っ
て
い
な

い
本
市
に
お
い
て
も
無
料
化

を
実
施
し
、
子
育
て
し
や
す

い
ま
ち
へ
と
、
か
じ
を
切
る

べ
き
で
あ
る
。

質　

問
医
療
費
の
無
料
化
、
実
施

の
判
断
を
求
め
る
。

答　

弁　

市
長

あ
ら
ゆ
る
世
代
に
対
し
て

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
福
祉
施

策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
な

ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
現

行
の
助
成
制
度
で
推
進
し
て

い
く
。
大
阪
府
に
お
い
て
は
、

100
％
、
奈
良
県
は
71.8
％
、
自

己
負
担
を
設
け
て
い
る
。

国
に
お
い
て
全
国
統
一
的

に
実
施
さ
れ
る
べ
き
も
の
と

考
え
て
お
り
、
国
や
県
に
対

し
て
、
引
き
続
き
要
望
し
て

い
く
。

再　

質　

問

和
歌
山
県
は
就
学
前
ま
で

の
助
成
で
あ
り
な
が
ら
、
県

内
の
市
町
村
で
は
、
岩
出
市

を
除
き
無
料
化
し
て
い
る
。

こ
こ
に
、
し
っ
か
り
と
目

を
向
け
て
い
た
だ
き
、
岩
出

市
で
取
り
組
む
、
こ
の
姿
勢

が
大
事
。
国
の
制
度
化
は
期

待
で
き
な
い
。
国
の
制
度
化

を
待
つ
こ
と
な
く
、
実
施
を
。

答　

弁　

市
長

検
討
し
て
い
く
。

果
が
あ
り
、
骨
粗
鬆
症
予
防

や
脳
の
活
性
化
を
促
さ
れ
る

こ
と
で
、
認
知
症
の
リ
ス
ク

を
低
減
さ
せ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
広
げ
る
取
組
を
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

厚
生
労
働
省
の
＋プ

ラ
ス
テ
ン10

、
介

護
予
防
の
取
組
の
１
つ
と
し

て
、
提
案
し
て
い
き
た
い
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て

も
、
身
近
に
取
り
組
め
る
運

動
と
し
て
、
工
夫
し
て
、
皆

さ
ん
に
提
案
し
て
い
き
た
い
。

子ども医療費一部自己負担の状況
（2021.4.1時点）

（単位:市区町村）

一部自己負担 通院 割合 入院 割合

自己負担なし 1,136 65% 1,222 70%

自己負担あり 605 35% 519 30%

実施全市区町村数 1,741 100% 1,741 100%

厚生労働省「乳幼児等医療費に対する援助の実

施状況」より抜粋

いわで議会だよりいわで議会だより− 9 −



委  員  会
提出議案

岩出市議会の
個人情報の保護に関する条例を
制定

賛成多数で可決
令和５年４月１日施行

反対

各地方公共団体が運用していた個人情報保護制度は、令和５年４月１日
から「個人情報保護に関する法律」により全国的に一元化されます。議会
は法の適用外となるため、これまでと同様に岩出市議会における個人情報
を保護し、その取扱いについて執行機関との差異が生じないよう、改正法
に準じた岩出市議会独自の個人情報保護の条例を制定しました。
議員一同、議会の事務の適正かつ円滑な運営を図りつつ、個人情報の保護に、より一層努めてい
きます。制定の可否について、議場で交わされた主な討論の内容は以下のとおりです。

・現行条例と同等の個人情報の保護水準を確保
・議会は法の適用外となったが、これまでと同様に個人情報の保護が必要
・改正法に準じた、個人情報保護制度の運用に必要な事項を定める条例
・個人情報の取扱いについて、執行部との差異が生じないように制定

・表現・言論の自由を脅かす恐れ
・オンライン結合の制限が除外
・思想、信条など個人に直接関わる情報収集の原則禁止規定が欠落
・市民に条例の中身を明らかにするパブリックコメントが未実施で
あり、市民不在と言わざるを得ない

結 果

「〇」賛成　「×」反対　「－」賛否に加わっていない　「欠」欠席
　※ 議長は通常採決に加わらないため「/」としています。

公 明 党
議 員 団

日本共産
党議員団

創生
岩出

郁青青
クラブ ネット岩出

奥
田
富
代
子

大
上
正
春

玉
田
隆
紀

市
來
利
恵

増
田
浩
二

福
山
晴
美

梅
田
哲
也

尾
和
正
之

山
本
重
信

三
栖
慎
太
郎

井
神
慶
久

田
中
宏
幸

福
岡
進
二

吉
本
勧
曜

可決 〇 〇 〇 × × / 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

岩出市議会の個人情報の保護に関する条例の制定について審議結果

反対

討　論
賛成

条例全文はこちら
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詳しい内容は、議会ウェブサイトの募集要領をご覧ください
市内の地域活動、イベント、スポーツ活動の取材先も併せて募集しています。

表紙写真・イラスト募集
～たくさんのご応募をお待ちしています～

いわで議会だより

応募条件

応募者は市内在住者又は市内に勤務・通学されている方に限ります。
・カラー、A4縦　岩出市内で応募者自身が撮影または描いた未発表のオリジナル作品
人物が特定できる場合はご本人の了承を得てください
・作品の著作権は岩出市議会に帰属するものとします
・作品は返還しません　採用された方にはご連絡いたします（粗品進呈）

受付期日
随時受付します。（最新号に起用されるとは限りませんのでご了承ください。）
　締切りの目安　3月号12月 20日、6月号3月20日
　　　　　　　　9月号6月20日、12月号9月20日

募集内容 岩出の魅力をアピールできるような写真、イラスト等の作品。
選　　考 岩出市議会広報常任委員会が選考します。
紙面への掲載 岩出市議会広報常任委員会で作品のトリミング等を行う場合があります。

応募方法 撮影者、製作者の住所、氏名、電話番号、作品名（タイトル）、撮影場所、撮影年月日を
ご記入のうえご応募ください。（応募に係る費用は、応募者の負担となります。）

緑花センター
チョークアート作品

緑花センター
でのお写真

そうへぃちゃん
フェルト作品

ねごろ元気の森
でのお写真

● お問い合わせ　ご応募は ●

岩出市議会広報常任委員会（岩出市議会事務局）
〒649-6292 岩出市西野209番地　電話 : 0736－61－6947（直通）　Ｅmail:gikai@city.iwade.lg.jp

集

募集要領

いわで議会だよりいわで議会だより− 11 −



岩
出
中
学
校　

３
年　

加か

藤と
う　

裕
ゆ
た
か 

さ
ん

私
の
思
う
岩
出
市
の
よ
い
と
こ
ろ
は
、
住
み

や
す
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

岩
出
市
は
ス
ー
パ
ー
な
ど
商
業
施
設
が
充
実

し
て
お
り
、
大
阪
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、
自

然
が
豊
か
で
、
根
来
寺
な
ど
文
化
財
も
あ
る
た
め
、
住
み
や
す
い
ま

ち
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
岩
出
市
に
は
映
画
館
や
美
術
館
の
よ

う
な
文
化
的
な
施
設
が
少
な
い
よ
う
に
感
じ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な

施
設
が
増
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
岩
出
市
は
、
和
歌
山

県
で
一
番
人
口
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
調
子
で
、
岩
出
市
が
も
っ

と
発
展
し
、
文
化
的
な
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

岩
出
第
二
中
学
校　

２
年　

坂さ
か

口ぐ
ち　

太た

一い
ち 

さ
ん

自
然
豊
か
で
魅
力
多
い
岩
出
市
が
さ
ら
に
魅

力
的
で
、
自
分
た
ち
の
誇
り
の
あ
る
ま
ち
に
す

る
た
め
に
中
学
生
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
？

私
た
ち
の
中
学
校
で
は
、
地
域
で
の
清
掃
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
い
つ
も
沢
山
の
ゴ
ミ
が
拾
わ
れ
、
袋
が

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
ゴ
ミ
を
拾
う
こ
と
は
普
通
に
考
え
る
と
汚

い
こ
と
で
す
が
、
清
掃
活
動
を
し
た
み
ん
な
の
顔
は
笑
顔
!!
自
分
達

で
綺
麗
な
ま
ち
に
し
た
、
と
い
う
達
成
感
を
感
じ
ま
す
。
活
動
に
は
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
参
加
し
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
た
ち
で
岩
出
市
の
た
め
に
何
が
で
き
る

の
か
、
地
域
の
人
と
一
緒
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、
美
し
い
ま

ち
に
し
た
い
で
す
。

岩出市議会ウェブサイト
https://www.city.iwade.lg.jp/gikai/

※携帯電話・スマートフォンなどの バー
コードリーダーで読み取ると、議会
ウェブサイトにアクセスできます。 QRコード
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よ
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岩出市議会広報常任委員会

●第１回定例会（３月議会）日程
午前9時30分から

 ２月28日（火） 施政方針･議案説明

３月６日（月） 質疑・委員会付託

16日（木） 討論・採決

22日（水） 一般質問

23日（木） 一般質問

★ 令和５年第１回定例会（３月）の本会議開催予定日は、次のとおりです。
　  傍聴される方は、手指消毒やマスク着用等の基本的な感染症対策にご協力をお願いします。

「手に取って 読みたくなる 議会だより」を目標に紙面づくりに取り組んでいます

委員長 田中宏幸　副委員長 市來利恵　委員 梅田哲也　奥田富代子　尾和正之　福岡進二

次号（6月号）から新メンバーでの編集となります。

今後とも「いわで議会だより」をよろしくお願いします。

いわで議会だより − 12 −


